
　　　　「今、社会にたくさんある様々な空間データを、誰もが自由に使えるようにするに
はどうすればいいのか」「自由に使えるようになると何ができるようになるのか」

　　　　　・・・・ＧＩＳ公募型実証実験は、近未来のＧＩＳ環境を考える上で極めて重要なこうした問題
に、行政、民間企業研究機関などが連携して取り組むものです。

　　　　　　●実施地区　　　全国７地区

　　　　　　　　　　　　　　　　（岐阜県、静岡県、大阪府、高知県、福岡県、大分県、沖縄県）

　　　　　　●実施期間　　　２０００年度～２００２年度

　　　　　　●参加団体数　　　３年間総計　延べ４４９団体
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